
第 3号様式 

 

令和 4年度 第 2回 高根台公民館運営審議会会議録 

 

１ 開催日時   令和 4年 6月 15 日（水）午前 9時 27 分～午前 11時 25 分 

  

２ 開催場所   高根台公民館 4 階 第 4 集会室 

 

３ 出席者 

(1)委員    本木委員長 今野副委員長、則松委員、泉谷委員、松本委員、横堀委員 

 

(2)事務局   高根台公民館長、夏見公民館長、高根公民館長、新高根公民館長、 

高根台公民館館長補佐 

 

４ 欠席者    丹羽委員 

 

５ 議題及び公開・非公開の別並びに非公開にあたっての理由 

公 開   (1) 公民館事業報告（4月 1日～6月 14 日） 

(2) 公民館事業計画（6月 15日～9月 20 日） 

非公開   (3) 社会教育関係団体の新規登録申請について 

  ※ 船橋市情報公開条例第 7 条第 2 号の不開示情報（個人に関する情報）を審査すること

から、同条例第 26条第 2号に該当するため 

 

６ 傍聴人    なし 

 

７ 決定事項  (1) 公民館事業報告（4月 1日～6月 14 日）を承認 

(2) 公民館事業計画（6月 15日～9月 20 日）を承認 

   (3) 社会教育関係団体の新規登録申請を承認 

 

８ 議事    次ページへ 

 

９ 資料・特記事項  次回 令和 4年 9月 21 日（水）午後 3時 30分から 

              高根台公民館 4階 第 4 集会室にて開催予定 

 

１０ 問合せ先   高根台公民館 電話 047-461-7061 
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令和４年度 第２回 高根台公民館運営審議会 

議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 令和４年６月１５日（水） 

  午前９時２７分～１１時２５分 

会  場 高根台公民館 ４階 第４集会室 
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午前９時２７分 開会 

 

○事務局（高根台公民館長補佐） 

 では、ただいまから、令和４年度第２回高根台公民館運営審議会を開催いたします。 

 本日の欠席委員でございますが、丹羽委員が都合により欠席されております。 

 傍聴者は０人です。 

 本日の審議会は７名中６名のご出席をいただいております。船橋市公民館条例施行規則第

15 条第３項の規定によりまして、過半数以上の出席がございますので、この会議は成立いた

します。 

 また、会議の公開につきましては、船橋市情報公開条例第 26条及び船橋市附属機関等の会

議の公開実施要綱の規定により、当審議会も原則公開となります。 

 それでは議事に入りますが、議事の進行につきましては、船橋市公民館条例施行規則第 15

条第２項の規定により、委員長が議長となります。 

 本木委員長、遅くなりましたが、議事進行をよろしくお願いいたします。 

○本木委員長 

 分かりました。 

 先ほど松本委員から、この２年余り活動が停滞していて、これからスタンドアップするの

が非常に大変だというお話がありましたけれども、公民館のサークルも、あるいは公民館事

業そのものもこれからフル回転するまでには大変だと思います。 

 取りあえず、４月１日から６月 14日までの事業報告を高根台公民館から順次お願いいたし

ます。よろしくお願いします。 

○高根台公民館長 

 高根台公民館です。 

 それでは、令和４年４月１日から６月 14日の事業報告についてご説明いたします。 

 まず、青少年事業です。１番目の「ふなばしハッピーサタデー事業」でございますが、５

月 21 日にそば打ち体験を実施しました。応募のありました 18 名全員の出席があり、参加さ

れた小学生、また指導者である高齢者の方々、皆さん楽しそうにそば打ちに取り組んでいる

姿がありました。 

 次に、「空き部屋開放事業」です。こちらにつきましては、公民館のお部屋で当日使用し

ていないお部屋、そちらを学習目的で来館した小学生から高校生向けに開放している事業と

なります。６月１日から 14 日の人数が空欄ですので、加筆をお願いいたします。男の子が

12、女の子が２名で、合計 14名となっております。 

 こちらは、リピーターといいますか、一回お越しいただいて、勉強ができるんだというこ

とで来られる子が多いんですけれども、６月中旬くらいに高根台中さんのほうで中間テスト

が多分あったと思いますが、そのために中学生が非常に多く来られていました。特に男の子

の 12名は、５人ぐらいで来て、それが２回来たりとか、熱心に勉強しておりました。 

 続きまして、成人事業です。こちらは「初心者向けスマホ講座」と、次ページの「初心者
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向けタブレット講座」でございます。こちらも今年度また募集後すぐに定員に達し、その後

も応募の電話が続く状態でございました。参加された方々は、最初はぎこちない様子でスマ

ホやタブレットを操作しておりましたが、新しい機能や操作方法を知ることで不安げな様子

が徐々に解消されているように見受けられました。前回、丹羽委員のほうから、デジタルデ

バイドというのは、機器に触れたりとか、最初が大事だというお話があったと思います。ま

さに機器に触れるなどの機会がデジタルデバイド（情報格差）の解消につながるものだと実

感させていただきました。 

 続きまして、「IT講座（プレゼンテーション）」です。こちらにつきましては、５月中旬

から館内掲示や市ホームページ、また、夏見から高根、新高根の公民館のほうにもチラシの

配架などで募集しておりましたが、最終的に応募がゼロという状況でございました。全３回

の一時中止ということで、講師と相談させていただいて、改めて計画してまいりたいと考え

ております。 

 次に、「高根台今日用（教養）と今日行く（教育）講座」でございます。こちらは３回の

うち１回目を実施しました。参加人数も空欄なので加筆をお願いいたします。合計が 78、男

が 25、女が 53 となっております。今年度、環境問題をテーマに３回行うのですけれども、

船橋市におきましても、地球温暖化対策を本格的に進めるべく、「ゼロカーボンシティ推進

室」の設置がございましたり、「『ゼロ・カーボン』ふなばし」の実現を目指すとされてお

ります。６月７日は環境政策課の職員と、千葉県地球温暖化防止活動推進員という方がお見

えになりまして、地球温暖化について、ご家庭の電気の検針票などを用いて分かりやすくお

話ししていただきました。 

 次に、「朗読ボランティア講座」です。こちらは５回のうちの１回目になります。こちら

も非常に人気が高く、募集開始から早々に定員に達したものでございます。講座開始前に参

加者の方々へ、今後の公民館事業や学校での活動など、ぜひ中心となって実践していただき

たいとの希望をお伝えさせていただき、講座が始まりますと真剣に取り組む姿が見受けられ

ました。 

 高齢者事業、女性事業については、記載のとおりでございます。 

 最後に、４ページ、「社会教育関係団体活動報告説明会及び研修会」です。こちらにつき

ましては、高根台公民館改修工事が予定されております。そちらの説明を行うとともに、皆

さんが気持ちよく公民館をご利用いただくためのお願い、また、活動報告書の提出について

説明いたしました。例年よりも非常に多くの参加団体がございまして、関心の高さを感じま

した。82名の参加ということで、ほぼ社教団体の９割ぐらいがお見えになったという状況で

ございます。 

 以上、高根台のほうから、簡単でございますが、事業報告をさせていただきます。以上で

す。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは引き続きまして、夏見公民館、よろしくお願いします。 
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○夏見公民館長 

 それでは、高根台公民館に続きまして、夏見公民館の状況を報告いたします。 

 まず、青少年、「ふなばしハッピーサタデー」でございますが、散発的に学校閉鎖が地域

で起きているということもございまして、不特定多数が参加するイベントの主催を避けたい

という声がいまだに多く届いているような状況でございます。そのため、参加者が特定可能

な行事として、子供向けの映画作品の上映会を運動会の振替休業日に開催いたしました。そ

して、40名のお子様、親子連れの方々が楽しくディズニー映画の「ピーターパン」をご覧い

ただいたところです。今後、新型コロナの対策を維持しながら、安心してイベントに参加し

ていただけるように、参加者を特定できるコンテンツから徐々に広げていきたいと考えてお

ります。 

 次に、高齢者、「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」になります。４月７日が７名、６

月２日が計 16名ということで開催いたしました。健康づくり課所管として、シルバーリハビ

リ体操指導者養成事業の養成者の活躍の場として開催しているわけですけれども、新型コロ

ナの影響で開催回数が半分になっていることについて、この指導者の方々から、その穴を埋

めるような開催をできないかということでお話、相談がございます。ただ、今の状況は、保

健所のほうもまだ判断できないということで、健康づくり課のほうとも相談して、今後、状

況を見て対応を検討してまいりたいと考えております。そして、この状況、事情を指導者の

方にも丁寧にご説明をして、現状では増やすことができないことをご理解いただいて、今後、

発展的にいい方向に持っていける時期を見極めようということでご納得をいただきました。 

 次に、「ライフホップ DE 昭和歌謡体操」になります。こちらは４月 21日 16 名、５月 18

日 14 名。定員がこちらは 20 名になっております。これも初回、２回と回を重ねて雰囲気が

大変よく、皆さん楽しまれている様子が伝わってきました。講師の希望で目が行き届く人数

ということで、20名という募集に限っております。これは新型コロナの影響も当然ございま

す。そして、ほかの利用者の方も、様子を見たり話を聞いたりしながら、私も参加したいと

いう声もいただいております。これもかなえられないかということで講師とも相談をしてお

りまして、適切な時期に参加者の追加募集を検討したいということで、今、調整をしており

ます。 

 次に、「夏見寿大学・前期」になります。５月 12日、交通安全教室及び防犯講話に 33 名。

６月９日に笑いヨガ。こちらは人数が空欄になっておりますが、33 名の参加がございました。

１回目、２回目とも大変皆さん集まって、こういった場で皆で学ぶ機会に飢えているという

ことは声としてもありましたし、楽しんでおられる様子を見ながら、大変必要だなというこ

とを感じながら対応しておりました。 

 そして、笑いヨガに関しては、印象としてどんなものなのだろうというふうに私も興味が

あったのですが、こういうときだからこそ笑いというのが本当に大事なんだなと。それが日

常で実践できることを講師の方が提案していただいて、皆で最後は大笑いしながら、次も元

気にいきましょうということで散会いたしました。 

 その他、次にまいります。「社会教育関係団体研修会」ですが、こちらは４月 20日に行い、
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24 団体が参加をしました。今年は 28 団体まで夏見公民館は団体数が減っている中、24 団体

の参加ということで多く参加していただいたのですけれども、新型コロナはサークル活動に

も大きな影響がございまして、当然ながらサークルの維持、活動再開が困難になっている状

況がございます。その中で生の声を聞く機会として大変貴重な機会になりました。次に生か

す材料になったと考えております。 

 また、先ほど来お話にもございましたが、この報告書につきましても、事業担当が丁寧で

分かりやすい説明を心がけて、説明書を記載例として添付したこともあって、チェックで返

される団体が例年よりかなり少なかったというのは成果になったと思います。そして、この

内容につきましても職員で共有して、今後いろいろな団体へのご相談であったり、ご指導を

さしあげる際にも生かしてまいりたいと考えております。 

 続きまして、「シネマなつみ」。４月 22 日、「巴里のアメリカ人」、こちらが 25 名。５

月 21日、「ふしぎの国のアリス」、36 名の方がご来館いただきました。こちらは様々なジャ

ンルの名作映画を提供しているところですけれども、この先々、開催予定の組立てがなかな

か困難な状況がある中で、利用者が特定できる事業ということで、ハッピーサタデーとの連

携等を含めて、子連れの方を含めて、幅広い年齢層の方々に利用していただけるものを今後

もラインアップしてそろえていきたいと考えております。 

 最後に、「公民館だより『なつみ』発行」でございますけれども、こちらが１万 2,500 部

発行いたしました。地域新聞への折り込みを今回行っていますが、この効果として、「シネ

マなつみ」への申込みですとか、サークルの見学等々お問合せの電話が増えたということは

実感としてございました。このポスティングが効果的に表れていると言えるかと思います。

今後につきましては、各サークルの活動、また事業開催も活性化させ、それを促すような内

容を含めて記事を充実させていきたいと考えております。 

 夏見公民館からは以上になります。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 ７ページ目の笑いヨガは、32 名でしたよね。 

○夏見公民館長 

 はい。 

○本木委員長 

 この男女別はどのくらいになっているんですか。 

○夏見公民館長 

 男性が 8名、女性が 24名になります。 

○本木委員長 

 分かりました。ありがとうございました。 

 それでは続きまして、高根公民館、よろしくお願いします。 

○高根公民館長 

 高根公民館です。令和４年４月１日から６月 14日の事業報告をご報告いたします。 
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 まず、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」は、５月 14日に高根卓球教室

を行いました。公民館を利用している卓球団体の方を講師に迎え、好評をいただきました。

ここで宣伝したことで、次に申し上げます青少年向け卓球事業の参加にも結びつくことがで

きております。６月 11 日には、たかね工作教室で空気砲をつくりました。こちらの人数は合

計で 20 人、内訳が男 10、女 10 です。こちらの様子はフェイスブックに投稿予定ですので、

金曜日にはアップする予定です。どうぞご覧ください。 

 続きまして、「青少年向け卓球開放」は、先ほど申し上げましたように、事業で宣伝でき

たことで参加を促すことができました。６月 11日の人数は２名で、男の子が２人でございま

した。 

 続きまして、「空き部屋開放事業」ですが、６月の昨日までの人数は合計で 13 人、男８、

女５になります。コロナが落ち着いてきたこともありますが、２年目に入って周知が進んだ

印象を受けます。高根台でも出ましたが、リピーターが増えているという印象を受けており

ます。先日も中学生が中間試験の勉強に来てくれまして、名簿を見ていても、この子また来

てくれたなというのが割と毎回出ている感じです。あとは、来てくれている子のご兄弟も来

てくれるようになって、徐々に広まってきているなと、ほっとしております。 

 では、続きまして、成人事業です。「健康体操講座」は去年に引き続き開催いたしました。

去年、本講座の参加者で一般団体の作成ができたため、今年、社教団体登録を予定しており

ますが、それに先立ってさらなる会員の募集も兼ねているところでございます。６月 10日の

参加人数は合計で 20 人、男４、女 16 でございました。 

 次の「一般向け卓球開放」は今年から実施しました。去年は青少年向けだけだったのです

が、一般のほうも要望がありましたため、月２回のうち１回を一般向けとしているものであ

ります。初回は、公民館を利用している卓球サークルの利用者ではない方が合計２名でいら

っしゃいました。 

 続きまして、高齢者事業です。「高根寿大学」では、５月に綾小路きみまろの DVD を鑑賞

いたしました。笑うと免疫力が上がるというようなことで、皆さんに非常に楽しんでいただ

けたのでよかったと思います。６月は船橋市スポーツ推進委員と日本ボッチャ協会の方を講

師にお願いして、ボッチャを体験いたしました。参加人数は合計で 31 人、内訳が男９、女 22

です。こちらの様子は既にフェイスブックに投稿済みですので、よろしければご覧ください。

写真も入っております。 

 「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」は記載のとおりです。 

 資料 10 ページ、最後にその他事業です。「ふれあいサロンほほえみ」の６月 13 日の人数

を申し上げます。合計で８人、内訳が男１、女７になります。 

 次の「高根・金杉地区グラウンドゴルフ大会」は、残念ながら新型コロナウイルス感染症

対策のため中止となりました。 

 「社会教育関係団体登録説明会」ですが、こちらは、団体は下の評価にありますとおり 34

団体ですが、参加されない方もいらっしゃいましたので、その方々には書面で説明をしてお

ります。 
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 最後に、公民館報「たかね」を 6,800 部発行いたしました。お手元に１部あると思います

ので、ご覧ください。今年度初めての発行です。配布については、昨年度までは配布及び回

覧ともに自治会を通じて行っていたのですが、今年度より回覧のみ自治会にお願いし、配布

は地域新聞の折り込みチラシで行うことといたしました。 

 以上です。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、新高根公民館、よろしくお願いします。 

○新高根公民館長 

 新高根公民館の今期の事業報告についてご説明いたします。 

 まず最初に、青少年の部、「ふなばしハッピーサタデー」事業になります。人数のご記入

をお願いします。参加者数は、男３、女 21、合計 24 になります。この日は、「はじめての和

菓子作り」ということで、和菓子屋さんから講師を呼びまして、親子 12 組の参加でした。父

親は１人で、男子は２名の参加。母親と娘さんという組合せの参加が多かったです。 

 まず、講師からは、和菓子をつくるだけではなく、和菓子の伝統についての説明がありま

して、奈良時代から寺社仏閣の供え物として始まって、その後、発展していったのが和菓子

だという話をしていただきました。３種類の和菓子をつくったんですけれども、子供たちか

らはできたときの喜びの声が上がりまして、和菓子を完成させたという達成感を得られたと

同時に、親子で参加しておりましたので、コミュニケーションも深まったことと思います。 

 次に、「おはなしの部屋」です。こちらは４月 19 日は 16 名の参加、５月 17 日は 20 人の

参加ということになります。 

 続いて、成人の部になります。「県民の森を歩く」、５月 20日に開催いたしました。14人

の参加がありまして、70代の方々が中心です。晴天の下、県民の森の植物の名の由来や特徴

を紹介していただきながらゆっくりと歩きまして、参加者相互の交流も図ることができ、充

実した時間を過ごせたという声を多くいただきました。 

 次に、高齢者の部になります。「新高根福寿大学」、こちらは５月 19日に開講式を迎えま

して、参加者は 69 名。開講式と健康体操を行いました。皆さんとても楽しみにしていたらし

く、開催日までに問合せがすごくありました。定員は 80 名と設定して、定員を超えた場合は

抽選になりますということで案内して、80 名のところを 90 名ぐらい来たのですが、そのぐ

らいですと、当日は７掛けか８掛けぐらいの人数なので大丈夫だろうということで、無抽選

で全員当選ということにしました。実際に当日は 90 名中 69 名の方がいらっしゃいまして、

結構参加率は高かったと思います。男性も 22 名ということで比較的多いかなと思います。女

性が 47 名になります。それで、地域包括支援センターの職員と、オレンジガーデン地域連携

室の方々に健康体操の指導をしていただきました。参加者の方々からは、久しぶりに皆さん

と顔を合わせることができ、また、外出するきっかけにもなったということで、非常に喜び

の声が多く聞かれました。ご高齢の方々の外出の機会の必要性というものを強く感じた事業

でした。 
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 次のページに行きます。12 ページ、「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」です。こちら

は２か月に一度の開催になります。５月 17日は１回目と２回目をやったのですが、１回目が

20 名の参加、２回目が 10 名の参加ということになります。２か月に一度なのであと５回あ

ります。後ほど計画のほうでもお話ししますけれども、これとは別にシルバーリハビリ体操

を館独自でやっている講座もありますので、これから結構毎月多くの回数が開催できると思

います。 

 次に、その他の部門で、「ふれあいウォーク 新緑に誘われて散歩」という事業になりま

す。こちらは高根・芝山地区スポーツ推進委員会との共催で行いました。人数の記入をお願

いします。14 です。男５、女９になります。こちらは、やや蒸し暑い天候ではあったのです

が、約８キロの道のりを風景を楽しみながら散策することができて、地元地域の再発見、健

康増進に役立つものとなりました。また、参加者同士も距離を空けるなどの留意点は十分心

がけながら、散策しながら会話を交わすなど、コミュニケーションを図っていらっしゃいま

した。 

 次に、「社会教育関係団体研修会」。こちらは５月の６日に実施しまして、人数は 60名参

加がありました。活動報告書の記入についての説明のほかに、社会教育関係団体としての在

り方などについて話をしました。役員の成り手不足であるとか、解散してしまう団体が多い

というお話も先ほどありましたけれども、高齢化によって役員の成り手がいないとか、書類

の記入が大きな負担となっているというような声が聞こえまして、今回、新高根公民館につ

いては 64団体中５団体が解散ということになってしまいましたが、新たなサークルの登録申

請もありましたので、そういったサークルを応援していき、数を何とか維持、できれば増や

すという方向に今後持っていきたいと考えております。 

 以上で、事業報告の説明に代えさせていただきます。 

○本木委員長 

 そうですか、和菓子というのは寺社仏閣へのお供え物ね。今、我々は寺社仏閣に代わって

和菓子を頂戴しているんだ。ありがとうございました。 

 ４月１日から６月 14日までの事業報告を４つの公民館からいただきました。ご質問、ご意

見等を承りたいと思います。いかがでしょうか。 

○松本委員 

 新高根でもいいですか。 

○本木委員長 

 いいですよ。 

○松本委員 

 「県民の森を歩く」ですが、県民の森までは歩いたのでしょうか。 

○新高根公民館長 

 県民の森までは、三咲駅に集合して、そこから同じバスに乗って一斉に行きました。 

○松本委員 

 集合が三咲ですか。 
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○新高根公民館長 

 三咲駅です。 

○松本委員 

 歩いて行くとすごくありますね。公民館から歩くのでシャトルをやったのかと思ったので

すが、そういうことですか。 

○本木委員長 

 昔は、私どもも新高根から県民の森まで、子供たちの 200 台を超える自転車部隊で、こち

らから出る頃には一番先頭は県民の森に近くなる。そのくらい列をつくって行ったんです。

こんなに車も多くなかったから。 

 それから、滝不動のところに裸で教育している保育園がありましたね。ご存じですか。年

長組で６歳にならない子供たちが県民の森を裸で行くんです。すごい保育園があるなと思い

ました。 

○則松委員 

 今現在もやっているんですか。 

○本木委員長 

 今は、園長先生が息子さんに代わってからは、１枚着せるのだそうです。 

○則松委員 

 なるほどね。そうですよね。 

○本木委員長 

 私の孫が、女の子ですが、行っていて、雪が降る日に裸なんです。行くともうこんなふう

になりながら裸になってしまう。裸の保育園といって有名なんです。県民の森まで歩いて行

ったら結構あります。三咲の駅からだって結構ありますものね、歩いて行ったら。 

 ただ、ユニークなのは新高根ですか。地元の近くの公園を散策するというのは珍しいなと

思ったのですが、いくつぐらい公園は歩いたんですか。 

○新高根公民館長 

 今、手元にないんですが、４か所ぐらいだったかなと思います。 

○本木委員長 

 そうですか。いいですよね。 

 ほかに。 

○松本委員 

 どこの館もおっしゃっていたのですが、認定団体の申請がとても難しいというお話でした

けれども、一回ある程度パソコンに入れてしまえば、ちょっと変えるだけで毎年できるんで

す。私自身も審査をしてもらいに行く立場にありますが、人によるとは思いますが、規約の

ことはすごく厳しく事細かに見るんです。それは必要なことは必要なんですけれども、例え

ば、こういうところを注意してくださいねとか、こことここは数字を一緒にするんですよと

か、もう少し丁寧に教えてくださるといいんですが、みんなどきどきして申請書を出しに行

くような感じなんです。一発でオーケーとなったら、ほっとするという感じなので。 
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 ですから、サンプルもありますけれども、こういう値段とか、こういう目的とか、規約が

ちゃんとできていて、それにのっとってこれとこれを合わせなければいけませんよと親切に

していただけるといいんですけれども、ここが違うとか、結構高飛車に言われて、もう２回

目は行きたくないとなってしまう。 

○本木委員長 

 という声があるようでありますが。 

○高根台公民館長 

 最初にお話しさせていただいたとおり、提出書類の中身も公民館のほうで全館統一して、

ここは要らない部分であるとか、やはり疑問に思っている館長もたくさんいらっしゃって、

そのことは社会教育課にも伝えたのですが、そこは公民館内で統一していただければ構いま

せんという回答をいただいているので、今後もう少し軽い提出書類にするとか。 

 パソコンも、持っていらっしゃる方と、持っていなくてということがあるので、本当は公

民館に１台共用のものがあれば一番いいのかなと。誰でも自由に使えるようなパソコン。デ

ータは残さないとか。何か新しく考えていかないと、書類が面倒くさいからやめるという団

体がやはりいらっしゃるので。 

 記載例とかも、各館で前年度の繰越しはちゃんと合わせてくださいと記載例もつけるので

すが、出てくるとちょっと違っていたりとか。そこも会議の総会で決めた繰越予算なので、

公民館がどうのこうの言う必要はないのかなと。これは私の意見ですので、全体の意見とし

ては取らないでいただいて。そういう考えもありますので、また見直し等を図ってまいりた

いと考えております。 

○本木委員長 

 書類や何かを簡単にというのは非常にいいことですけれども、やはり公共機関を市民に公

平に安くご利用いただくという前提であると、どうしてもそういった利用条件をしっかりし

ていただかないと。コロナの給付金の話じゃないですけれども、国だってああいうふうにな

ります。あのコロナの給付金も早く給付しなければならないという国の責任もあったわけで

す。そうするとああいうふうな状況が出てくるんです。非常に難しい部分はあろうかと思い

ますけれども、ひとつよろしくご指導をいただきながら、この辺ならできるという工夫をし

ていただければありがたいと思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

○今野副委員長 

 夏見さんですけれども、ハッピーサタデーの中で、運動会の振替休業日に映画会をやって

いただいた。これはとてもいい企画だと思いました。親が働いていたら行くところがないと

か、いろんな心配をされる。でも、こういうところで映画会をやっているといったら、あり

がたいなと思いました。 

○夏見公民館長 

 今ご指摘がありましたとおり、お父様、お母様方は仕事であったりして家にいない状況。

そのときにお子様の居場所をと考えると、やはり公民館の、それもお子様が喜んでいただけ
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るような映画会を開催すれば足を運んでいただけるのではないかと考えて、このような企画

をいたしました。ありがとうございます。 

○則松委員 

 よろしいですか。今の映画のことですけれども、子供時代を思い出しました。地域の方が

してくれたのでしょうけれども、近くの神社さんで映画会を開いてくれて、楽しみに神社に

行っていた覚えがあります。公民館はその役割をぜひお願いいたします。 

○夏見公民館長 

 日枝神社の敷地内にある夏見公民館ですので。 

○則松委員 

 そう、皆さんこの年齢だと思います。 

 それともう一ついいですか。新高根公民館さん、今、お供え物に和菓子がということでし

たが、一体どんな和菓子をこのときつくったのでしょうか。それがちょっと知りたい。やっ

ぱりおはぎとかかな。 

○新高根公民館長 

 おはぎと、３種類つくりまして。 

○則松委員 

 そう言っていたから、何をつくったのだろうと思って。 

○本木委員長 

 横堀先生は初めてですけれども、公民館も、子供たちの事業、例えば空き教室を提供した

り、映画とか、ハッピーサタデーとか、こういった取組をしていますが、いかがでしょうか。 

○横堀委員 

 本校は６月９、10 日がテストだったものですから、その前の１週間、６日からはテスト前

の諸活動停止で部活動もなくて、持てる時間を勉強に注ぎましょうという話をして子供たち

は帰すのですが、学校のほうでも、子供たちを残して学年ごとに勉強会をやっているんです

が、どうしても学力が難しい子たちを中心に見ているものですから、自分でどんどん勉強を

進めたいけれども場所がないという子供たちにこういう場所を提供していただけるのは、本

当にありがたく感じております。徐々に増えてきているというのも、子供の中で、ここだっ

たら勉強できるよという形で広がっていってもらえているのかなと、すごくありがたく感じ

ております。こういう場所を今後も提供していただけると、今、子供たちは、誰々ちゃんち

に行こうよと言ってもなかなか集まれない状況にあるので、共通で行ける場所があるのは子

供たちにとっても活動しやすい状況かなと思って、この事業を拝見して本当にありがたく思

いました。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

○新高根公民館長 

 和菓子が出てきました。青い梅と書いて青梅、涼しい風という涼風、あとはおはぎです。

チラシがありますが、イメージとしてはこんな感じです。 
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○則松委員 

 ちょっといいですか。じゃあ、回しますね。食いしん坊なものですから。練り菓子でつく

っている。すごいですね。こういうのもいいですね。 

○新高根公民館長 

 和菓子を自分でつくる機会はなかなかないので、指導していただければ比較的簡単に。 

○則松委員 

 ケーキは割とあちこちでいっぱい教えているけれども、和菓子はないですものね。いいこ

とですね。 

○新高根公民館長 

 その講師の方は 10 年くらい前まではあちこちの公民館で指導していたとのことですが、も

うお年なので最近はあまりやっておらず、久しぶりの講座とのことでした。 

○則松委員 

 でも、お年の方も役立てればいいですものね。 

○泉谷委員 

 ついつい手を出したくなりますね。 

○則松委員 

 いいですね。公民館で子供たちにこういうものを教えてもらったりすると。 

○本木委員長 

 面白いですよね。 

○新高根公民館長 

 それと、当日は講師がみたらし団子を焼いてくれまして、それも持って帰って食べてもら

ったんですけれども、焼きたての状態で渡されたので、とてもおいしかったそうです。 

○則松委員 

 子供じゃなくて私も参加しようかしら。それはよかったですこと。来た子供 24 人は得しま

したね。 

○本木委員長 

 一つだけいいですか。全部の公民館でそうですけれども、スマホの使い方は、これは全部

ソフトバンクですが、ほかにこういう取組をしている会社はないのですか。私、ソフトバン

ク以外に聞いたことがないんですよ。 

○新高根公民館長 

 今度ジェイコムがということですね。 

○高根台公民館長 

 そうですね。ジェイコムさんが市と連携を図って。 

○本木委員長 

 ジェイコムもやっているのですか。 

○新高根公民館長 

 これからです。 
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○夏見公民館長 

 ジェイコムさんですとａｕが。 

○新高根公民館長 

 あとは、館によっては、ソフトバンクとかということではなく、講師を探してきてやって

いるケースもあります。その場合は、回線事業者とは関係ない形でやりますので、私も前の

丸山公民館のほうでは、NPO の人たちを探してきて、らくらくスマートフォンというのを持

ってきてもらって、それを皆さんにお貸ししてやったことがあります。１回の講座を４日間

に分けてやるということで、なるべく少ない機能の紹介を何回も繰り返して毎回冒頭で復習

をしてという形で、必要最低限のことを４日間ずっと練習するというのをやったことはあり

ます。新高根のほうでも機会があればそういったことをやりたいと考えております。その場

合、ソフトバンクは体験なので一日でたくさんのことをやって楽しいんですけれども、４日

間に分けてちょっと苦しいスマホの練習をしていくような形にしたいと思っております。 

○本木委員長 

 今の講習はいいと思うのですが、ソフトバンクがどこの公民館も全部やっていますよね。

そうすると、講師がうんと慣れちゃっているわけです。だから、先をはしょるわけじゃない

でしょうけれども、このくらいのことはもう当たり前だと思って、せっかくいい講習をやり

ながら我々年寄りがついていけない。私も講習を何回か受けたことはありますが、どんどん

講師が行ってしまってついていけない。だから、何回かに分けてもいいから時間をかけて、

高齢者に対する講習ならば、それなりにのみ込みが悪くなるわけですから、受講者の年代な

ども頭に入れながらやっていただけると親切かなという気がいたします。ありがとうござい

ました。 

 ほかに特になければ、４月１日から６月 14日までの事業報告はご承認をいただけたものと

して先へ進ませていただきます。よろしゅうございますか。 

（「異議なし」の声あり） 

○本木委員長 

 ありがとうございます。 

 それでは、事業計画のほうに移らせていただきます。 

 ６月 15日から９月 20日までの事業計画について、ご説明をいただきたいと思います。 

 高根台公民館さん、どうぞ。 

○高根台公民館長 

 それでは、６月 15 日から９月 20日の事業計画につきまして、ご説明いたします。 

 青少年事業でございます。例年、通常やっている「ふなばしハッピーサタデー事業」、こ

ちらは記載のとおりです。 

 「読書感想文の書き方講座」、こちらにつきましては、夏休みに小学校は自由課題みたい

な形でやっているそうですけれども、読書感想文の書き方について、講師をお呼びして３日

間開催して行うことを計画しております。 

 続きまして、「高根台宇宙の学校」です。こちらにつきましては、昨年度、「宇宙の教室」
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として単発で行っていた事業ですけれども、今回は３日間に分けて、①の午前中を小学校の

低学年を中心に、②を高学年の方ということで分けて、３回連続で講座を行ってまいります。

こちらの講師ですけれども、この近隣にお住いの方で、公民館でこういうことをやりたいと

いうことでご提案があった講師で、昨年度やったら大変好評な事業となりましたので、今回

は３日間開催ということで、お願いして快く受け入れてもらったものでございます。募集も

始まっているのですが、もう既に定員に達しているような状況でございます。 

 次のページ、「夏休み子供工作教室」、こちらは８月９日（火）に予定しております。こ

ちらはこれから募集を開始いたします。クレーアート講師ということ大沼佐和子講師を予定

しております。 

 続きまして、成人事業でございます。「初心者向けスマホ講座」はご覧のとおり、数多く

開催する形になっております。 

 「高根台今日用（教養）と今日行く（教育）講座」です。こちらは、先ほど事業報告でも

ございましたが、後半の２回、第２回、第３回と行う予定でございます。第２回目としまし

ては、落語家の三遊亭わん丈さん、ちょっと前に「笑点」に若手大喜利みたいな形で出てい

た方なんですけれども、こちらの方をお呼びして、海の環境問題について落語を交えて楽し

くお話しいただく予定でございます。３回目は、江戸の暮らしに見る無駄をなくす循環型社

会を参考にということで、山本稔氏のほうからお話をいただく予定でございます。 

 次に、「朗読ボランティア講座」です。こちらも事業報告でありましたとおり、残り４回

です。いよいよ実践編に向けて取り組む形でございます。定員 16 名が皆さん最後まで出てい

ただけることを望んでおります。 

 続きまして、高齢者事業です。「ゆりの木大学」と「高根台婦人学級」、こちらは例年８

月には実施しておりませんでしたが、高根台公民館改修工事で 10 月から使えなくなります。

なるべく多くの機会を持ちたいということで、今年度は、共に８月に映画鑑賞を公民館のほ

うで行いたいと考えております。随分暑い中だと思いますが、無事に実施できればいいかな

と考えております。 

 その他につきまして、「家庭教育セミナー」、こちらは６月にも１回やったんですけれど

も、こちらのほうも募集していますが、定員に達していない状況でございます。第１回目の

前に再度、近隣の小学校の教頭先生にお願いして、ＰＴＡの方々へぜひお願いできないかと

いうことで、回ったんですけれども、まだ定員に達していない状況でございます。 

 最後に、事業計画に載せていないんですけれども、冒頭にご説明しました高根台公民館祭

りでございます。第 26 回高根台公民館祭りは、昨日、全体会と実行委員会が招集されて、無

事、実施される方向に決定いたしました。計画に掲載することができませんでしたけれども、

９月 17 日（土）、18日（日）の２日間で開催する予定でございます。こちらにつきまして、

参加団体の数も前回やったときよりもだいぶ少ないコンパクトな形でやります。利用団体の

皆様が発表の場として活躍できる場をこちらも設けたいと思いますので、ぜひ近隣にお住ま

いの委員さん、ご興味がありましたらお越しいただければと思います。 

 報告につきましては、次回の事業報告の中で記載していきたいと思います。 
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 以上、高根台公民館の事業計画でございます。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、夏見公民館、よろしくお願いします。 

○夏見公民館長 

 夏見公民館の６月 15日から９月 20 日までの事業計画をご説明いたします。 

 まず、青少年ですけれども、「ふなばしハッピーサタデー」につきましては、７月３日が

本来七夕祭りの開催を検討しておりました。しかし、小学校でのクラスター等々、先ほど来

の状況もございまして、実施の決定に至りませんでした。そのため、「ふなばしハッピーサ

タデー」として、青少年相談員さんがマジックプレートキーホルダーをつくるキットをパッ

キングして配布をして、それだけではちょっと寂しいということで、今、段ボール砲を一緒

に楽しんでもらいながら、これもまだ計画段階なんですけれども、館内に七夕の季節の飾り

のササを配しまして、短冊ですとか飾りをつくっていただきながら、そこに飾りつけができ

ないかということで調整をしております。 

 ７月 27日の「夏休み映画会」ですけれども、「シネマなつみ」で、「不思議の国のアリス」、

「ピーターパン」等々、これまでもディズニーの古い名作アニメーションを上映してきまし

たけれども、幅広い世代の方に楽しんでいただきたいという思いもございまして、ただ、「ふ

なばしハッピーサタデー」はお子様向けということで、この趣旨とはもう少し違うものでよ

い作品がないか、今、事業担当が準備をしております。 

 ８月３日の「簡単工作」、詳細な内容はまだ決まっておりませんけれども、こちらも高学

年の方も低学年の方もみんなが交流しながら楽しめるような工作を何かできないかというこ

とで、事業担当と協力いただいている皆様と思案中でございます。 

 続きまして、成人に移ります。「ひまわり幼稚園母の会家庭教育セミナー」と「八栄小学

校ＰＴＡ家庭教育セミナー」が、資料のとおりに行われる予定でございます。特に八栄小学

校ＰＴＡと共催するセミナーに関しましては、学校に勤務する栄養教諭の方が講師となりま

す。実際にお子様と日々触れ合い、給食をご提供する最前線にいる方に食に関するレクチャ

ー、質疑を行うとともに、家庭で不足しがちな魚、野菜といったものをおいしく食べてもら

うため、栄養教諭が工夫を凝らしたレシピを実演して皆で調理も行いながら、ただ、あの場

で食べるというのが、今はまだはばかられる状況にありますので、それを持ち帰って家庭で

皆で味わっていただくという趣旨で行います。かなり意欲的な内容になるかと思います。こ

の結果を次の公民館事業へのコンテンツとして生かせないかということも含めて、ＰＴＡの

方々も大変協力的にディスカッションしていただいていますので、これを公民館の利用者の

皆様方の利用枠や層が広がっていくきっかけにできればと考えております。 

 次に、高齢者の「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」に修正がございます。備考欄が３

／10となっていますけれども、正しくは３／６になります。開催内容には変更ございません。

大変失礼いたしました。 

 次に、「夏見寿大学・前期」に行かせていただきます。７月は、消費生活センターの相談
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員による出前講座の実施ということで、昨今注意喚起が出ております特殊詐欺の関係であっ

たり、日頃から周知はしているんですけれども、改めてこの場で生活相談員の視点で詳しい

内容を学ぼうという趣旨になっております。 

 ９月は、新しい取組になりますが、郷土資料館所蔵の資料を活用して、昔の懐かしい写真

や音楽、なじみのあるものに実際に触れながら、昔の経験や思い出を語り合う「回想法」と

いうものがありますが、これは心の健康を得ることや、認知症の予防にもつながると言われ

ております。このコンテンツは郷土資料館の職員が考案しておりまして、ぜひ初めての実践

の場にということで寿大学で実演をしていただきます。これも先ほどと同様に、出前講座と

して今後展開をするということなので、公民館のほうでもぜひ継続して取り入れていきたい

と考えております。 

 次に、その他の「親子 de リトミック」の欄に移らせていただきます。大変失礼いたしま

した。こちらも修正がございます。恐らく書類をつくるときにミスをして、ねらいの部分が

別の内容のものになっております。口頭で失礼いたしますが、正しいねらいの部分をお伝え

いたします。「親子 de リトミック」は、幼児を持つ親と子が遊びを通じて学習し、触れ合

い、愛情ある子供への接し方、健全な子供の育成となるよう支援する事業として行います。

また、子育て中の保護者同士の交流を通じて、孤独感やストレスの解消を図るという趣旨で

ございます。このリトミック自体は、音楽を用いてリズムを取りながら、情操教育を行うと

いうものでございます。 

 「シネマなつみ」は、先ほど報告でもお話をいたしましたが、日本の名作映画がたくさん

ございます。知られていない作品もたくさんございます。一年を通して、これを幅広い年齢

層の方々に楽しんでいただく機会、また、これを機会に公民館に足を運んでいただけるよう

にしたいという願いを込めております。 

 最後は、「公民館だより『なつみ』発行」に関してですけれども、先ほど報告でもお話し

しましたが、こちらのチラシを手に来館される方や、電話の問合わせが増えております。こ

れは大変よいこと、有効に働いている現れだと思います。そこから、コンテンツとして、こ

れまでは募集ですとか、活動の報告・周知といったものが中心だったんですけれども、それ

に加えて、先ほどの特殊詐欺のこともそうですし、当館でもお子様方の学習スペースの受入

れを行っております。図書コーナーですとか、そこで収まり切らなければ空き部屋もご提供

しておりますので、そういった地域の方々にとって有用な情報を提供できる媒体として活用

したいと考えております。 

 もう一つ、最後に、災害支援協定、災害時の物資の運搬に関する協定を市が佐川急便と結

びました。この実働訓練を７月 13日の午前中に行います。市と公民館と佐川急便だけでは意

味がないということで、今、地区社協さんにお声がけをして、地域の方々が見学していただ

けるような機会にできないかということで、調整を図ろうとしております。急な話なので、

お越しいただけるような状況がつくれなければ、後日詳しく何かしらの形で周知できるよう

にしたいと考えております。 

 夏見公民館からは以上になります。 
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○本木委員長 

 珍しい取り組みですよね。ありがとうございました。 

 それでは、高根公民館、お願いします。 

○高根公民館長 

 高根公民館です。６月 15 日から９月 20 日までの事業計画をご説明いたします。 

 まず、青少年事業です。「ふなばしハッピーサタデー事業」の８月 20 日は、「紅型
びんがた

染め体

験」を行います。紅型
びんがた

染めとは沖縄の染色技法で、当館で活動している紅型
びんがた

染めサークルの

方を講師として実施いたします。今のところ、トートバッグに型染めを行う予定であります。

今、テレビで沖縄が舞台のドラマをやっていますので、親しみを持ってもらえたらなと考え

ております。９月 17日は、「ダブルダッチ」を行います。こちらのダブルダッチは、縄跳び

の縄を２本使って飛ぶ競技になります。 

 次の「子どもホタル観察会」は、例年、高根公民館では金杉緑地で実施していますが、近

年、コロナで実施できていなかったので、今年こそはやりたいと思っています。こちらも高

根公民館を利用していらっしゃるサークルの方を講師にお迎えして行います。金杉緑地です

と近隣なので、地元の自然資産を活用する事業になります。その意味でもやりたいと考えて

おります。 

 続きまして、「夏休み親子工作講座」は、例年、夏休みに実施しております。本年は、地

元の持井工務店の社長さんに、ＳＤＧｓの目標の一つである「陸の豊かさを守ろう」という

ことに関した木材などの講話をしていただき、踏み台づくりを行う予定です。 

 続きまして、「青少年向け卓球開放」と「空き部屋開放事業」は、記載のとおりです。 

 続きまして、成人事業です。「健康体操講座」は、既にやっているものの続きになります。

「サークル体験『ピアノ』講座」は、社教団体の活性化・維持発展を図る事業として実施予

定です。こちらの講座は、想定していなかったのですが、予想より希望が多く、瞬く間に応

募人数に達しましたので、今回はこれでやるとして、次にこれを踏まえた上で何かできない

かと考えております。 

 次の「はじめてのタブレット体験」は、デジタルデバイド講座の一環として実施いたしま

す。 

 12 ページの２項目、「高根女性の健康を考える講座」は、明治安田生命との合同事業です。

先方が公民館向けに講座を用意している内容から選んで実施するものになります。 

 続きまして、高齢者講座です。「高根寿大学」で、７月 13日は、市の市民安全推進課と警

察署の職員による交通安全教室と防犯講話を行う予定です。９月 14日は、千葉県文書館の出

前講座として、伊能忠敬の房総測量についての座学を行います。 

 次の「スマホの使い方講座『スマホの基本と LINE 体験』」もデジタルデバイド講座の一環

となります。 

 その他事業につきましては、例年実施しているもので、記載のとおりとなっております。 

 記載にはないのですが、文化祭については、アンケートの結果、開催希望のほうが多かっ

たので開催予定です。実行委員会をこれから開催する予定になっておりますので、内容が詰
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まりましたら、次回にご報告できるかと思っております。 

 高根公民館からは以上です。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 では、新高根公民館、どうぞ。 

○新高根公民館長 

 新高根公民館の６月 15日から９月 20日までの事業計画について、ご説明いたします。 

 まず、青少年対象事業の「ふなばしハッピーサタデー」事業ですが、７月と８月に「はじ

めての卓球教室」ということで、公民館で活動されている卓球サークルの方に指導をお願い

し、４台の卓球台を同時に使って５名ずつ卓球台に割り振って行います。20 名の小学生を対

象に指導していきます。９月については、千葉県教育庁教育振興部文化財課の、船橋でいえ

ば出前講座みたいな形でしてとても人気があるらしいのですが、「土器ッと古代“宅配便”」

という講座になります。実際に本物の土器を持ってきてもらって触ったり、勾玉つくりをや

ってみるというようなことです。時間の関係で火おこしなどはできないのですけれども、そ

ういったものも別の機会に取り上げてみたいと思っております。 

 次、「おはなしの部屋」については記載のとおり、６月、７月、それから８月は飛ばして

９月ということで開催していきます。 

 次に、「ゆかた着付け教室」になります。こちらは小学校高学年以上を対象にします。浴

衣を持っている方は持参していただいて、お持ちでない方は講師が用意したものを使用する

こととなります。講師は、民生委員をやっていたり、サークルの指導もやっていらっしゃる

きものコンサルタントの先生です。２回の講義で一人で着られることを目指します。 

 次は、「読書感想文講座」になります。小学校５、６年生を主に対象といたします。毎年

人気がありまして、書き方の指導や添削等もしていただけることになっております。 

 次は、「風鈴絵付け教室」となります。こちらは時間が変更になりまして、８月４日の９

時半から 12 時、午前中の開催となります。講師は、江戸川区の篠原風鈴本舗の篠原恵美さん

という方です。対象は、小学校２年生から６年生になります。講師の方は風鈴をつくってい

る会社の方ですけれども、いくつかの会場で風鈴の絵付けの指導を今までもされているそう

です。 

 続きまして、成人対象事業になります。こちらは「デジタルデバイド対策事業」で、７月

と９月に実施いたします。７月は「スマートフォンの基本の使い方とＱＲ決済（キャッシュ

レス）を体験する」、９月が「スマートフォンの基本とネットショッピングを体験する」と

なります。７月の開催については、市の広報で募集記事の掲載をすることになっており、先

着ということで載せておりますが、９月については、できれば館報のみで所管地域を中心に

募集し、先着ではなく抽選として決定していきたいと考えております。この事業に限らず、

応募が殺到しそうな事業については、今後なるべく抽選にしていくようにしたいと考えてお

ります。 

 続いて、高齢者対象事業になります。「新高根福寿大学」ですが、明日は DVD の鑑賞で、
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最近、高根公民館でもやっていると思いますが、「綾小路きみまろ あれから 40 年」という

皆さんが非常に好きなＤＶＤを鑑賞します。７月に関しては、船橋警察と市の市民安全推進

課に協力をいただきまして、「我が身を守ろう！防犯教室＆交通安全教室」。これは「教室」

の「室」が消えていますが、「室」を書き込んでください。９月に関しては、認知症に関す

ることを地域包括支援センターの職員にお話ししていただきます。 

 続きまして、「ふなばしシルバーリハビリ体操教室」、健康づくり課との共催で行う事業

が７月と９月、公民館とシルバーリハビリの指導士の方の協力をいただきまして独自にやる

のが６月、７月、９月です。両方合わせると６月１回、７月２回、９月２回のシルバーリハ

ビリの開催となります。 

 「館報『新高根だより』発行」につきましては、７月に今回の社教団体の登録の一覧表と

各種事業の募集記事などを載せることを考えておりまして、9,500 部。うちの場合はまだ新

聞折り込みですけれども、それで配布したいと思っております。 

 以上で計画の説明になります。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 ６月半ばから９月末までの各公民館の事業計画でした。ユニークな活動がいくつか研究さ

れているようですけれども、面白そうですね。 

 ご質問・ご意見、どうぞ。 

○松本委員 

 夏見公民館で八栄小学校の栄養士さんがお話しくださるというのは、実習を含めて、例え

ば保健婦さんとか、新入生を迎える低学年を持っている先生方とか、そういう学校の先生の

出前みたいなもの。学校と公民館をもう少し密接にして、子供たちの悩みは親があまり分か

らなくても先生方は分かっているというのがあると思うので、栄養士さんがやってくださる

のはとてもいいことだと思いますし、保健婦さんや学校の先生などもお呼びしてやってくだ

さったら、公民館と学校、子供たちとも密接になると思うので、よい試みだと思います。 

○本木委員長 

 横堀先生、こういうご意見もありましたので、ひとつよろしくお願いいたします。 

○横堀委員 

 食とか健康というのは、どうしても保護者が中心に見るものになると思います。学校にも

養護教諭や栄養教諭という方たちはおりますので、学校だよりとか給食だよりなどにも、こ

んなレシピがありますよというのを載せたり、そういうことはやっていると思います。保護

者に向けてとかそういう形で、今のこのときの健康、子供たちの成長における目のつけどこ

ろとか、健康面や給食面のほうでももしお声がけいただければどうかという形ではお答えで

きるとは思いますけれども。 

○本木委員長 

 非常に参考になる講座のようであります。 

 ほかにございませんか。 
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 高根台公民館の１ページ目、「高根台宇宙の学校」で、宇宙事業の学びを通じてという、

低学年と高学年に分けて講座を組んでおられるようですけれども、東京四谷理科実験クラブ

というのがあるんですか。 

○高根台公民館長 

 こちらの東京四谷理科実験クラブは、もともと都内で活動している団体のようで、例えば

小学校に出前講座で行ったり、そういう活動をしている団体です。JAXA とも関わりがあるよ

うで、新田氏が独自にホームページも立ち上げていますが、今回、東京都内からここに参加

したいというお子さんもいたりとか、幅広く活動されている団体です。 

○本木委員長 

 対象者を低学年と高学年に分ける。初めに①と②のご説明を受けるまでは、一体この講座

はどういう人たちが受けて、どういう目的なのか、事前に送っていただいて読んだ瞬間は分

からなかったんです。宇宙事業の学びを通じてというから、今、JAXA とおっしゃいましたけ

れども、私どもはすぐ JAXA が頭に浮かぶじゃないですか。ところがそうではなくて、オリエ

ンテーションをやったら、その後、飛ぶ種の模型をつくる。飛ぶ種の模型って何だろうと。 

○高根台公民館長 

 くるくる回って落ちる種を皆さんご存じですか。そういうような形の模型をつくるみたい

ですね。 

○本木委員長 

 宇宙とどう関係が。 

○高根台公民館長 

 あとは、ストローロケットということで、ロケット、宇宙なんですけれども、大まかには、

まず、オリエンテーションの先生のお話の中で関わっている事業についてご説明して、その

後、ロケットというか、ストローですけれども、そういうものをつくったり、飛ぶことと併

せて、理科の実験クラブなので、宇宙全体のことではないんですけれども、今回はやってい

ただくということで。 

 本木委員長のほうからあった、午前中は小学校低学年で午後は高学年にしたのは、高学年

は部活をやっていると午前中の活動が多いようですので、午後にやったほうが集まるのかな

とか、説明も、低学年向けに説明する、それから、ある程度話が分かるような高学年の方へ

説明する。そちらのほうが講師の方もやりやすいという形ですので、進み具合もちょっと違

うのかも分かりませんけれども、そういう形で分けさせていただきます。多分１年生と６年

生で同じことをやれと言われてもなかなか。 

○則松委員 

 そうですね、知識の差が。でも、子供たちはいいわね、そういうものを受けられるので。 

○本木委員長 

 この計画書の概要を読んだ中からは、「宇宙の学校」とどういう結びつきがあるのか分か

らなかったんです。 

○事務局（高根台公民館長補佐） 
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 JAXA がこの理科実験クラブと、同じように KU-MA という団体もやられていて、そこでやっ

ている科学工作などを承認しているので、３回出ると JAXA の受講証が出るんです。ストロー

ロケットとか飛ぶ種が、何とか力学になるのかちょっと分からないですが、そういうところ

と宇宙事業とかが結びついているので、しっかり３回出ていただけると JAXA 承認の受講証と

かもいただけます。このねらいの文だけだと想像がつきづらいかと思いますけれども。 

○横堀委員 

 私、専門が理科のほうなので、多分こういうことなのかなと思うのですが、先ほどおっし

ゃったように、航空力学という科学がありますし、飛ぶ種とかそういう部分も、自然の中で

も科学的に応用されている技術があるというところで、どうしてなんだろうとか、不思議だ

なと思って、それをもっと調べてみようという興味・関心が湧くと、そこで科学のほうへ道

がつながり、JAXA もそういうような意識を持った人になってもらいたいという活動なのかな

と思います。 

○則松委員 

 卵としてね。 

○本木委員長 

 というご丁寧な説明を受けると、なるほどなと納得。 

○横堀委員 

 自分も夏休み前に、小学校、中学校の理科の教諭で自由研究相談会というのをやっていま

して、市の総合教育センターで、「自由研究でこんなテーマでやりたいんだけど、どうした

らいいですか」と相談を受けて、「じゃあ、こういうことをやってごらん」と話をすること

がありますが、その前の種の段階といったらいいですかね、こんなことに興味があるとか、

こんなふうなことで、あれ、どうしてなんだろうという思いを膨らませてもらえると、そこ

で相談したときに自由研究がすごく充実するということがありますので、こういう形で子供

たちの疑問とか興味の種を増やしていただけるというのは、学校としてすごくありがたいな

と思います。 

○本木委員長 

 我々も横堀先生から講義を受けると分かりそうな気がする。 

○則松委員 

 すぐ定員がいっぱいになってしまいそう。 

○松本委員 

 ペットボトルなんかはロケットみたいにして発射できるんですね。 

○本木委員長 

 ほかにはよろしいですか。 

○則松委員 

 一ついいですか。新高根公民館さんが講座への応募の件を話していましたけれども、私も

実を言うと、管内の公民館ではないところで行きたい講座が、音楽会ですがありまして、そ

こに申し込みましたら、１日発行の広報に出ていて、私は１日はどうしても朝から早く出か
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けなければいけないので、２日の朝一に電話をしたら「もういっぱいです」と。「もういっ

ぱいなんです」というわけで、それで打ち切られるわけです。いっぱいですということは結

構多いです。今、先着順でやるもの、抽選でやるものとおっしゃっていました。一番公平な

のは先着順なのかもしれませんけれども、そういう応募のされ方というのは、公民館が受け

ているわけですけれども、広報に出たら皆さん即かけて寄こすわけですか。その辺の様子を

伺いたいなと思ったんです。 

○高根台公民館長 

 そこは前からいろいろ問題があって、人気がある講座ですと、広報に出て、例えばデジタ

ルデバイドというスマホの講座があったと思いますが、先着にすると朝１時間くらいでいっ

ぱいになってしまいます。定員も 20 人と少ないので。先着にしてすぐ埋まるようなものは抽

選にしましょうという方向性は、小林館長も館長経験が長いのでご存じだと思いますが、移

行しなさいということも社教から言われています。 

 ただ、抽選して当選連絡などを、例えばメールで募集して何時着までで切ってメールで返

信する。公民館のほうもそこはやり方なんですけれども、当たった人 50人に全部電話するの

かというと結構そこも手間がかかるので、双方向でうまく折り合いがつくような抽選方法を

やると。 

○則松委員 

 何かいい方法がないですかね。せいぜい５日間くらいの間に応募になった方たちの中で抽

選とか。どうしても１日だけだと都合がつかなくてお電話を入れられないときがありますよ

ね。 

○高根台公民館長 

 働いていらっしゃる方とかね。これから募集があると思いますが、お母様方とか保護者の

方は働いていらっしゃる方が多いので、昼休みに電話して、「いっぱいです」と言われてし

まう傾向がありますので、そこら辺は見直していかなければいけないところです。 

○則松委員 

 何かいい方法はないでしょうかね。知恵を絞って。この間それを感じました。 

○本木委員長 

 新高根公民館といえば、取掛西貝塚が国指定の遺跡になるわけですけれども、「ふなばし

ハッピーサタデー」も、「土器ッと古代”宅配便”」というのはタイトルが随分ユニークだ

なと。どういうお話になるのかなと非常に興味を持ちます。 

 ほかにございませんか。 

 よろしいですか。よろしければ、６月 15 日から９月 20 日までの各館の事業計画、ご承認

いただけたものとして先へ進めさせていただきます。ありがとうございました。 

 それでは、今、お手元に社会教育関係団体の登録申請が出ています。それについてご提案

をいただきたいと思います。 
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「非公開審議」 

 

  

議題３の社会教育関係団体の新規登録申請については、船橋市情報公開条例第７条第２

号の不開示情報（個人に関する情報）を審議することから、同条例第２６条第２号に該当

するため非公開となります。 

 また、非公開審議であるため、船橋市附属機関等の会議の公開実施要綱第８条第３項の

規定に基づき、記載を省略します。 

 

 議題３ 社会教育関係団体の新規登録申請について 承認済 

 

 

 

 

○本木委員長 

 以上でご提案をいただきました議題は終わりでしょうか。 

 それでは、事務局のほうにお返ししたいと思いますが、事務局、よろしゅうございますか。 

○事務局（高根台公民館長補佐） 

 １点だけ報告事項をさせていただきます。ただいま資料をお配りいたします。 

（資料配付） 

○高根台公民館長 

 時間がちょっと長くなってしまっていますが、私のほうから、大変集計が遅くなってしま

いましたが、昨年 12月の審議会でお話しさせていただきました船橋市の公民館に関するアン

ケート調査の集計結果につきまして、ご報告させていただきます。お手元にアンケートの集

計が届いていると思います。お配りしている集計結果につきましては、来週６月 22日から各

公民館窓口にて閲覧できる予定にしております。先に公民館運営審議会の皆様に資料を紹介

するものでございます。 

 本アンケートは、公民館を今より身近で使いやすい生涯学習施設にするため、公民館に対

するイメージやニーズを把握することを目的に、公民館を利用する方、利用されない方へ向

けて、昨年の 11 月 16 日から 12 月 28 日にかけて実施したものでございます。公民館利用者

の方々からは 2,119 件、非利用者からは 890 件の回答がございました。お手元の３ページか

らが公民館利用者の方々からの回答でございます。11 ページからは公民館を利用されていな

い方々からの集計結果になり、23 ページからはアンケート実施時の様式が記載されておりま

す。集計結果は、今後、公民館の運営方法等の改善のために資料として役立てていきたいと

考えております。 

 その中で 10 ページと 20 ページを出していただくとありがたいのですが、まず、利用され

ている方で、「あなたが特に重要だと考える公民館の役割」ということで、多くの方は「サ
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ークルなどの活動の場所を提供する役割」で、２番目としては、「災害時の避難場所として

機能する役割」ということで 54％近くのご回答がございます。 

 同じく 20 ページを見ていただいて分かるとおり、こちらについても、「あなたが特に重要

だと考える公民館の役割」ということで、ふだん利用されていない方ですので仕方がないと

思いますが、１位は「災害時の避難所として機能する役割」ということで、公民館職員一同

としては、災害だけに使われるのかと感じてしまうような寂しい思いですけれども、私たち

の努力が足りないなと感じているところでございます。 

 先ほど申し上げたとおり、今後の運営方法等にぜひ活用させていただいて、より地域の皆

様に利用していただけるような公民館を目指してまいりたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いします。時間がない中でのご説明でしたので、ご自宅などで改めてご覧いただけれ

ばと思います。 

 私のほうからは以上です。 

○本木委員長 

 ありがとうございました。 

 相当細かい中身ですので、お持ち帰りいただきまして、ゆっくりとご覧いただきたいと思

います。 

○事務局（高根台公民館長補佐） 

 ありがとうございました。 

 いつものように委員の皆様にお願いがございます。こちらの社教団体の登録書類は個人情

報が入っておりますので、そのまま机の上に置いておいていただければ私のほうで回収いた

します。 

 長い時間ありがとうございました。次回は、令和４年９月 21 日（水）午後３時 30 分から、

本日と同じく高根台公民館４階の第４集会室で行いますので、ご出席のほどお願いいたしま

す。事務局からは以上でございます。 

 これをもちまして、令和４年度第２回高根台公民館運営審議会を閉会いたします。ありが

とうございました。 

○本木委員長 

 どうもご協力ありがとうございました。以上で終了したいと思います。ありがとうござい

ました。 

 

午前１１時２５分 閉会 

 

 

 

令和４年   月    日 

 

 議事録署名人               


